
地元の漁師も御用達、旨い海産物があるお店・・・
名電機製作所の社員が、ここだっ!!と思う東海エリアの旨いモン情報を本コラム内でご紹介いたしま
す。前回に引き続き、第三回目の旨いモン情報も私：山下がとっておきを紹介させていただきます。
今回ご紹介するお店は、またしても私の地元：師崎のお店“山庄水産”になります。この“山庄水産”は
水産加工工場直営店のため、できたてをお値打ちに手に入れることが出来ます。干物の種類はアナゴ、
太刀魚、かわはぎ、イカ、タコ等色々ありますが、どれも味付けが絶妙でハズレがありません。ご飯の
おかずにも、酒の肴にも最高の一品です！！ちりめんじゃこも絶品で、私はここが日本一だと思います。
時期が良ければ天日干しの風景も見られます。お取り寄せもできるので、ぜひ一度食べてみてください。
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ファクトリーオートメーションを支える コストダウン情報

「制御設計 技術ニュース」はお取引様、弊社担当員とお取引のある会社の各ご担当者様、名刺交換された方へ配布・送信しています。
不用の方はお手数ですが下記にご記入の上、ＦＡＸ： 052-331-6454 まで、ご返信下さい。ご迷惑おかけして申し訳ありません。
理由： □不用 □本人不在 □その他（ ） FAX番号（ ）

是 非 、 ご 担 当 者 間 で ご 回 覧 下 さ い

ロボットを使用している設備の場合、ロボット稼動範囲内で作業をする時に、安全インターロックをとる目的として、マットＳＷを使用することがあ

ります。今回提案させていただくのは、このマットＳＷをレーザースキャナ(以後スキャナ)に変更することでのコストダウンです。マットＳＷが選定さ

れる1番の理由は導入コストです。スキャナの初期導入コストは、500×700(mm)のマットＳＷ1枚の約六倍です。このように大きな差はあります

が、エリアの範囲が広いほどマットＳＷとのコストは変わらなくなります。マットＳＷ6枚以上の範囲（3m×4.2m）になればスキャナの方がコストは安

くなるのです。エリアの範囲もPCで簡単に設定でき、マットＳＷで検出できないワークルートなども監視することが出来ます。また、マットＳＷは消

耗品の為、予備を在庫で持つことや、故障時の交換工数などを加味すれば、スキャナを使うことでさらにコストダウンを実現することが出来ます。

マットスイッチから、レーザースキャナへの変更によるコストダウン！

「制御設計 技術ニュース」を皆様により有効な情報なるよう、ご意見やご要望等を随時募集
しております。その際には是非、ＴＥＬ：052-321-2561担当：シバヤマまでご連絡下さい。

制御設計．ＣＯＭ制御設計．ＣＯＭ 機械・装置メンテナンス．ＣＯＭ機械・装置メンテナンス．ＣＯＭ

名電機製作所の 技術情報発信

http://www.kikai-souchi-menntenansu.com/http://www.seigyosekkei.com/
検索検索制御設計 機械・装置メンテナンス

ヤフー や グーグル で「制御設計」と検索して下さい！ヤフー や グーグル で「制御設計」と検索して下さい！

コストダウンを実現する 電気設計者のための

「 制 御 設 計 技 術 小 冊 子 」
コストダウンを実現する 保全設計者のための

「 機械メンテナンス 技術小冊子 」

名電機製作所が日
頃の業務の中で発見
するコストダウン情報を
インターネット上で公開
しております。また、サ
イト内において、制御盤
や制御設計に関するコ
ストダウン情報が満載
の技術小冊子を無料
でプレゼントしております。
是非ご請求下さい。

工場に必要不可欠な
機械・装置のメンテナン
スや修理について記載さ
れた保全技術者のため
の技術情報サ イ ト ！
技術小冊子にはオイル
チラーや盤用クーラーか
らＰＬＣなど、生産現場に
なくてはならない機械・装
置のコストダウン知識が
記 載 され て い ます 。

お勧めの “アナゴの干物”南知多の名店“山庄水産”

お店情報

メリット ： 1枚でのコストは安価

デメリット： 負荷がかかることで
動作するので、レー
ザースキャナーに
比べ耐久性が劣る。

＜ マットスイッチ ＞ ＜ レーザースキャナ ＞

メリット ： エリアの設定が
自由自在で汎用性
がある。
コンベア上などの
ワークルートでも
監視エリアに設定
できる。

デメリット： 導入コストが高価
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